
【特集】�

公
的
資
金
返
済
の
方
程
式
�

公
的
資
金
返
済
の
類
型
と
今
後
の
返
済
動
向�

九
八
年
以
来
、
思
え
ば
〝
古
今
東
西
〞
に
わ
た
っ
て
類
例
を
み
な
い
規
模
と
質
の
公
的

資
本
の
注
入
が
実
行
さ
れ
た
。
当
初
の
「
危
機
対
応
」
か
ら
「
再
編
強
化
」
「
企
業
再

生
」
へ
と
政
策
目
的
を
シ
フ
ト
さ
せ
つ
つ
、
銀
行
経
営
に
改
革
を
迫
っ
た
。
い
ま
、
そ

の
「
出
口
」
で
あ
る
注
入
行
の
返
済
戦
略
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。�

市
場
は
プ
レ
ミ
ア
ム
最
小
化
、
買
入
消
却
を
評
価�日

興
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
証
券�

株
式
調
査
部�

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー�

　
　
野
崎
　
浩
成�

四
つ
の
返
済
類
型

金
融
機
関
が
発
行
し
た
公
的
資
金

優
先
株
の
行
方
を
占
う
に
あ
た
り
、

ま
ず
は
過
去
の
返
済
事
例
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
。

三
菱
信
託
は
〇
一
年
一
月
、
預
金

保
険
機
構
が
同
行
の
指
定
す
る
第
三

者
に
優
先
株
の
ま
ま
転
売
す
る
と
い

う
形
で
、「
早
期
健
全
化
法
」
に
基

づ
い
て
九
九
年
三
月
に
発
行
し
た
優

先
株
の
返
済
を
完
了
し
た
。
住
友
信

託
も
〇
四
年
一
月
、
早
期
健
全
化
法

に
基
づ
く
優
先
株
を
、
や
は
り
預
金

保
険
機
構
が
同
行
の
指
定
す
る
第
三

者
に
優
先
株
の
ま
ま
転
売
す
る
と
い

う
形
で
全
額
返
済
し
た
。

横
浜
銀
行
も
早
期
健
全
化
法
に
基

づ
く
優
先
株
を
全
額
返
済
し
た
が
、

そ
の
手
法
は
少
し
複
雑
だ
っ
た
。
ま

ず
、
第
二
回
優
先
株
（
三
〇
〇
億

円
）
を
〇
四
年
七
月
に
買
入
消
却
し

た
。
そ
の
後
、
第
一
回
優
先
株
（
七

〇
〇
億
円
）
の
う
ち
五
五
〇
億
円
に

つ
い
て
は
預
金
保
険
機
構
に
お
い
て

普
通
株
に
転
換
の
う
え
市
場
で
売
り

出
し
、
残
り
一
五
〇
億
円
に
つ
い
て

は
優
先
株
の
ま
ま
買
い
入
れ
た
。

み
ず
ほ
Ｆ
Ｇ
は
〇
四
年
八
月
、

「
金
融
機
能
安
定
化
法
」
に
基
づ
い

て
九
八
年
三
月
に
発
行
し
た
優
先
株

全
額
と
早
期
健
全
化
法
に
基
づ
く
優

大
手
行
は
公
的
資
金
優
先
株
の
返
済
に
あ
た
っ
て
、
�
市
場
イ
ン
パ
ク
ト
と
自
己
資
本
確
保

の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
、
�
評
価
損
益
を
ど
の
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
か
、
な
ど
を

勘
案
し
な
が
ら
返
済
計
画
を
立
て
て
い
る
。
過
去
の
事
例
を
み
る
と
、
返
済
方
法
と
し
て
は

市
場
イ
ン
パ
ク
ト
の
な
い
「
買
入
消
却
」、
返
済
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
評
価
損
益
が
ゼ
ロ

に
な
る
「
転
換
価
額
上
方
修
正
直
後
の
返
済
」
を
市
場
は
評
価
し
て
い
る
。
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公
的
資
金
優
先
株
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市
場
売
却
の
論
理�
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公
的
資
金
返
済
の
方
程
式
�

な
ぜ
、
邦
銀
初
の
返
済
ス
キ
ー
ム
を
選
択
し
た
の
か�

横
浜
銀
行�

　
代
表
取
締
役
・
経
営
企
画
部
長�

　
　
（
Ｃ
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最
高
情
報
責
任
者
）�

　
　
大
久
保
　
千
行�

公
的
資
金
注
入
の

イ
ン
パ
ク
ト

横
浜
銀
行
は
大
手
行
と
同
様
、

「
金
融
機
能
安
定
化
法
」
に
基
づ
い

て
九
八
年
三
月
、「
早
期
健
全
化

法
」
に
基
づ
い
て
九
九
年
三
月
に
、

劣
後
ロ
ー
ン
と
優
先
株
に
よ
る
公
的

資
金
の
注
入
を
受
け
た
。
早
期
健
全

化
法
に
基
づ
く
資
本
注
入
行
は
「
経

営
健
全
化
計
画
」
の
履
行
を
義
務
付

け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
経
営
に

は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
東
京
や
海
外
へ
積
極
的
に

打
っ
て
出
る
都
銀
的
な
展
開
か
ら
地

元
回
帰
へ
と
、
経
営
戦
略
を
大
き
く

転
換
す
る
契
機
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ

れ
は
長
年
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
都
銀
と
張

り
合
お
う
と
し
て
き
た
の
で
、
国
か

ら
資
本
注
入
を
受
け
る
と
い
う
「
有

事
」
が
な
け
れ
ば
都
銀
の
後
を
追
う

と
い
う
考
え
方
を
急
速
に
変
え
る
こ

と
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
か
っ
た
。

ま
た
、
経
営
健
全
化
計
画
で
約
束

し
た
経
費
削
減
や
経
常
利
益
・
当
期

利
益
な
ど
の
経
営
指
標
を
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
識
が
時
間

の
経
過
に
つ
れ
て
行
内
に
浸
透
し
て

き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
民
間
企

業
で
あ
る
以
上
、
株
主
に
対
し
て
約

束
を
果
た
す
の
は
当
然
な
の
だ
が
、

公
的
資
金
導
入
を
機
に
「
経
営
健
全

化
計
画
」
を
必
ず
達
成
す
る
こ
と
を

約
束
し
、
株
主
・
国
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
そ
の
結
果
が
公
表
さ
れ
る
こ
と

で
、
よ
い
意
味
で
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
を
強
く
意
識
し
た
経
営
、
そ
し

て
、
組
織
内
で
の
緊
張
感
が
で
き
て

い
っ
た
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
公
的
資
金
を
完
済
し

た
現
在
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
緊

張
感
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
昨
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
中
期
経
営
計
画
の
課
題
の
一
つ
と

し
て
、
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

た
だ
し
、
環
境
変
化
へ
の
対
応
に

関
し
て
は
、
一
定
の
制
約
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
地
域

金
融
機
関
と
し
て
地
元
企
業
と
個
人

を
基
盤
と
し
た
営
業
展
開
に
よ
っ

て
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
収
益
を

あ
げ
る
こ
と
を
経
営
目
標
と
し
て
い

横
浜
銀
行
は
今
年
七
月
、
邦
銀
で
は
初
め
て
、
公
的
資
金
優
先
株
五
五
〇
億
円
を
普
通
株
に
転
換
の
う
え

市
場
に
売
り
出
す
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
方
法
で
公
的
資
金
を
「
完
済
」
し
た
。
同

行
は
、
な
ぜ
あ
え
て
前
例
の
な
い
返
済
方
法
に
踏
み
切
っ
た
の
か
。
三
年
間
に
わ
た
る
返
済
へ
の
準
備
の

プ
ロ
セ
ス
と
返
済
ス
キ
ー
ム
選
択
の
経
緯
を
担
当
役
員
に
聞
い
た
。

（
編
集
部
）
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九
八
年
は 

「
危
機
管
理
」
が
目
的

　

九
七
年
秋
に
山
一
証
券
と
北
海
道

拓
殖
銀
行
が
破
綻
し
、
企
業
と
銀
行

の
状
況
認
識
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

政
府
は
「
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
レ
ミ
ア

ム
」
が
急
速
に
拡
大
し
た
こ
と
を
受

け
て
「
危
機
」
を
認
定
し
、
銀
行
の

資
本
増
強
に
向
け
て
『
金
融
機
能
安

定
化
法
』
を
準
備
し
た
。

　

そ
の
考
え
方
は
「
金
融
の
市
場
化

・
国
際
化
」
と
い
う
流
れ
を
ベ
ー
ス

に
お
き
、
そ
の
枠
組
み
の
な
か
で
危

機
対
応
を
図
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
つ
ま
り
、
資
本
注
入
の
目
的
は

銀
行
救
済
で
は
な
く
ジ
ャ
パ
ン
・
プ

レ
ミ
ア
ム
に
象
徴
さ
れ
る
金
融
資
産

価
格
の
一
時
的
な
振
れ
を
落
ち
着
か

せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
当
時
は
、
格

付
上
位
の
銀
行
で
も
優
先
出
資
証
券

で
二
〇
〇
〇
ベ
ー
シ
ス
ポ
イ
ン
ト
の

信
用
ス
プ
レ
ッ
ド
が
つ
い
て
い
て
、

政
府
資
金
を
投
入
し
て
銀
行
の
存
続

を
裏
書
き
し
な
け
れ
ば
、
と
て
も
銀

行
が
自
力
で
増
資
で
き
る
環
境
で
は

な
か
っ
た
。

　

九
八
年
三
月
の
資
本
注
入
に
つ
い

て
は
、
①
株
式
で
は
な
く
劣
後
ロ
ー

ン
、
劣
後
債
の
発
行
が
多
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
、
②
監
督
当
局
（
当
時
、

大
蔵
省
銀
行
局
）
に
よ
る
銀
行
法
二

四
条
、
二
六
条
、
二
七
条
を
使
っ
た

調
査
、
業
務
改
善
・
停
止
命
令
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
い

う
二
つ
の
疑
問
が
あ
ろ
う
か
と
思

う
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
本
当
は
各
行
と

も
優
先
株
を
発
行
し
た
か
っ
た
の
だ

が
、
年
度
末
ま
で
に
定
款
の
授
権
枠

を
拡
大
す
る
時
間
が
な
か
っ
た
た

め
、
既
存
の
授
権
枠
で
対
応
で
き
た

銀
行
（
第
一
勧
銀
な
ど
）
だ
け
が
優

先
株
を
発
行
し
た
と
い
う
の
が
実
情

だ
っ
た
。

　

普
通
株
を
念
頭
に
お
か
な
か
っ
た

の
は
、
市
場
化
・
国
際
化
の
流
れ
の

な
か
で
銀
行
経
営
の
自
主
性
を
極
力

重
ん
じ
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
。
と
は

い
え
た
ん
な
る
つ
か
み
金
で
は
困
る
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【特集】公的資金返済の方程式�

金
融
機
能
安
定
化
法
に
基
づ
く
資
本
注
入
が
「
金
融
の
安
定
化
」
を
目
的
と
し
た
の
に
対
し
、
早
期
健
全
化
法
に

基
づ
く
資
本
注
入
は
「
金
融
の
再
編
強
化
」
を
目
標
に
据
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
議
論
の
中
心
は
企
業
再
生

な
ど
「
不
良
債
権
の
処
理
」
に
シ
フ
ト
し
て
し
ま
っ
た
。
金
融
機
関
は
非
連
続
な
レ
ジ
ー
ム
・
シ
フ
ト
の
必
要
性

に
直
面
し
て
お
り
、
債
務
者
企
業
の
再
生
か
ら
自
ら
の
業
務
再
構
築
へ
と
早
期
に
軸
足
を
移
す
必
要
が
あ
る
。

銀
行
の
業
務
再
構
築
の
た
め
に�

資
本
の
確
保
を�

【
特
集
】

公
的
資
金
返
済
の
方
程
式
�

金
融
付
加
価
値
通
信
網
構
築
へ
の�

イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
が
必
要�

ア
ビ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ�

顧
問
　

畑
山
　
卓
美�




